
環境自主行動計画 

平成 27年 3月 20日 策定 

 

                             社会福祉法人青洲会 

障害者支援施設さくら苑 

【環境理念】 

 私たち 社会福祉法人障害者支援施設さくら苑は、地域に展開する社会福祉施設の責務

として、省エネルギー、環境保護にも積極的に取り組んでいきます。 

 

【基本方針】 

１．省エネルギー・省資源を推進し、二酸化炭素排出量を削減します。 

２．職員、利用者が省エネ、環境保護に関心をもつよう、ポスターや広報誌での啓蒙活動

を行います。 

３．消耗品の在庫管理を徹底し、無駄な物を買わないことでゴミの削減に努めます。 

 

【数値目標】 

 使用電力量を、2014年比で 10%以上削減することを目標にします。 

（2015年度から 2018年度まで） 

 

【実施対策】 

 ・空調の高効率化、照明の LED化を行います。 

 ・利用者と話し合いのうえ、夏季、冬季の空調の設定温度について共通認識をもちます。 

 ・グリーンカーテンの設置、中庭への散水により、体感温度を下げる取り組みをします 

 ・使用していない箇所の照明や空調の停止を徹底します。 

 ・事務職員のクールビズ、ウォームビズにより、空調温度の下げ過ぎ・上げ過ぎを防止

します。 

 ・外部照明のタイマーの時間管理を徹底します。 

 ・ペットボトルキャップの回収など、リサイクルを推進します。 

・印刷する前にプレビューをきちんと確認するなど、ミスコピーを減らします。 


